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秋はあっという間に過ぎ、もう冬の気配の朝夕です。

運動会や様々な学校行事も終わりそろそろ２学期も終盤にさしかかります。実りの

秋の間に気づかないうちにお子様の成長があったと思います。成長というものは様々

な悩みや不安を伴うものです。そっと見守ってあげてください。

○

この号では前回に引き続きネット、スマホの問題を取り上げます。子どもを取り巻

く問題の中でも特に大きい問題だと考えます。

“問題”だという場合大きく分けて二つの意味があります。

一つは前回も取り上げた「依存」の問題です。これが最も深刻な問題だと考えます

のでこれについてはこれからも時々取り上げようと思います。

もう一つは子どもたちがネット、スマホを利用する中で“加害者”や“被害者”に

なるという問題です。

○

【どんな場合に加害者になるか】
今のインターネットはパソコンの前に座ってキーボードをたたきながらという状況

だけでなく、スマートフォンやタブレット、ときにはゲーム機などでもつながること

ができます。

子どもの利用の大きな部分として（大人もそうかもしれませんが）ユーチューブを

はじめさまざまな動画が見られるサイトがあり、広く見られています。動画サイトは

見るだけでなく投稿、すなわち自分でスマホやタブレットで撮影した動画を上げるこ

とも簡単にできます。動画をアップすると言います。動画の投稿は膨大な数行われて

いて、子どもによるものも大変な数になるようです。

この動画サイトに投稿することが技術的にごく簡単なので、子どもたちは実に気軽

にやっている状況があるのです。動画サイトに友達や知り合いの行動を撮影して勝手

にアップするとどうなるでしょう。仲間や家族を撮影した例もあるようです。困りま

すね。このような動画は個人情報を扱うことにもなり、時々マスコミで問題とされる

例も出ていますね。

もし、悪意を持って誰かの見られたくない動画などを撮影し、アップすれば重大な

被害を与えることにもなりかねません。

○

問題は子どもたちがことの重大さに気づいていない点にあります。何気なく撮って

気軽にアップしているのでしょう。一旦アップすれば世界中の誰でもがいつでも視聴

できますし、勝手に別のサイトにアップすることもできます。問題に気づいて消去し

ようと思っても収拾がつかなくなることもあるのです。

今はその動画がどこで誰を撮ったものかを特定することも難しくないと言われてい

ます。撮った人や撮られた人が何かの被害に遭う可能性も生まれているのです。
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【どんな場合に被害者になるか】
被害についてはこれまでもいろいろなところで言われていますので、よくご存じか

もしれません。主にラインやツイッターなどSNSといわれるものを使うことによる被

害です。一度整理してまとめておきたいと思います。

○ 中傷・脅迫・いじめ

これは動画というよりラインやツイッターなどSNSといわれるものを使った情報

発信の中で起きる問題です。

○ 性犯罪被害・ストーカー

出会い系サイトなどで知り合った人からの被害が頻発しています。はじめから犯

罪に巻き込むことを狙ったケースも少なくないようです。

○ 空き巣被害

自宅の位置情報がネットで拡散され、旅行などで留守にするなどの書き込みから

狙われるものです。

○ パスワードの開示や不当請求

不審サイトからの被害です。信頼できないサイトに子どもがアクセスすることに

よって起こります。

○ 高額課金

ゲームを楽しんでいるだけだと考えている内にお金の要るものを買ってしまう例

です。

○ 個人情報の漏洩

本人や自宅の写真を動画サイトや写真サイトにアップして様々な情報を広げてし

まったりすることからトラブルに発展することがあります。

○ 違法アップロードとダウンロード

著作権のある動画や画像を勝手にアップしたり、そのような画像をダウンロード

することは違法です。最近テレビでも注意を呼びかけています。

○ ながらスマホ

歩きながら、また自転車運転中のスマホでの事故が増えています。

【保護者としてできること】
「依存」については前号に書きましたので、今回は被害から子どもを守るための対

策について私たち周りの大人ができることを考えます。

○ ネットやスマホについて話す機会を持つ

話題にすると言うことです。いろいろな事件のこともネットに載っているので、

情報を得ておくことが大事です。

○ ネットやスマホをどのように使っているかを把握すること

子どもとのコミュニケーションの中で子どもがネットやスマホで何をしているか

把握することが大事です。これはある意味保護者の義務です。

もちろん頭ごなしに否定する雰囲気では正直に話してくれないでしょう。ネット

やスマホのいい面や有用な点も認めながら話すことが大事です。


